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議
員

Ｊ
Ｒ
敷
地
は
緩
衝
地

帯
を
含
め
３４
万
４
０
０
０
㎡

と
広
大
な
敷
地
で
あ
り
、
線

路
敷
だ
け
で
も
１０
万
７
０
０

０
㎡
も
あ
る
。
集
中
豪
雨
に

よ
る
膨
大
な
雨
水
流
出
に
よ

っ
て
市
内
の
浸
水
被
害
に
影

響
が
な
い
よ
う
に
、
雨
水
利

用
貯
蔵
施
設
等
、
Ｊ
Ｒ
と
協

議
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長

昭
和
６０
年

に
Ｊ
Ｒ
と
、
新
幹
線
と
埼
京

線
の
高
架
橋
か
ら
雨
水
流
出

抑
制
の
協
議
を
し
、
そ
れ
か

ら
21
年
を
経
過
し
て
い
る
。

現
状
の
雨
水
流
出
抑

制
機
能
の
確
認
と
、

雨
水
貯
留
施
設
の
設

置
を
要
望
し
、
雨
水

再
利
用
・
防
災
対
策

等
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し

て
い
く
。

議
員

Ｊ
Ｒ
の
各
橋

脚
部
分
に
あ
る
雨
ど

い
か
ら
の
雨
水
を
緩

衝
地
帯
地
下
の
貯
留

槽
に
貯
め
て
、
災
害

時
を
考
え
て
動
力
な

し
の
手
押
し
ポ
ン
プ
を
設
置

し
、
平
時
は
緑
化
対
策
や
子

ど
も
の
遊
び
場
、
非
常
時
は

消
火
用
水
・
飲
料
水
と
す
る

要
望
を
Ｊ
Ｒ
に
し
て
は
ど
う

か
。

都
市
整
備
部
長

雨
水
の
再

利
用
の
検
証
及
び
貯
留
施
設

の
設
置
に
よ
る
防
災
対
策
や

緑
化
対
策
、
手
動
ポ
ン
プ
に

よ
る
子
ど
も
の
遊
び
場
等
、

非
常
時
は
消
火
用
水
や
飲
料

水
と
す
る
雨
水
再
利
用
に
よ

る
市
民
が
親
し
め
る
計
画
と

し
て
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
ま
い

り
た
い
。

議
員

雨
水
利
用
の
手
動
ポ

ン
プ
設
置
に
よ
り
、
市
民
に

よ
る
様
々
な
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
展
開
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ポ
ン
プ
周
辺
の
ミ
ニ

パ
ー
ク
の
管
理
に
つ
い
て
も

希
望
す
る
市
民
管
理
体
制
を

考
慮
し
た
市
民
、
戸
田
市
、

Ｊ
Ｒ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

雨
水
利
用

に
よ
る
手
動
ポ
ン
プ
設
置
時

の
市
民
活
動
に
つ
い
て
、
ま

た
、
ミ
ニ
パ
ー
ク
の
民
間
管

理
体
制
に
つ
い
て
も
、
環
境

空
間
を
含
め
た
中
で
、
雨
水

流
出
抑
制
や
雨
水
貯
蔵
施
設

の
設
置
要
望
と
と
も
に
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
す
る
。

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

「
ミ
ニ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
戸
田
」

を
愛
称
と
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

議
員

青
年
対
象
に
、
フ※

ラ

イ
ヤ
ー
を
作
成
し
、
市
内
店

舗
に
置
い
て
も
ら
う
な
ど
の

方
法
は
と
れ
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

フ
ラ
イ
ヤ

ー
の
作
成
、
ま
た
、
置
い
て

い
た
だ
け
る
店
舗
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

蕨
市
に
な
ら
い
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
手
帳
を
持
つ
利

用
者
を
無
料
に
し
、
小
学
生

の
利
用
料
も
半
額
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

利
用
者
全

体
の
公
平
感
等
を
考
慮
し
、

受
益
者
負
担
を
原
則
と
し
た

現
状
の
ま
ま
で
の
運
行
に
つ

い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

本
市
に
転
入
し
た
方

に
対
し
、
市
民
課
窓
口
で

「
と
だ
ガ
イ
ド
」
を
渡
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

「
と
だ
ガ

イ
ド
」
は
、
転
入
者
に
と
っ

て
有
益
な
資
料
で
あ
る
。
今

後
、
お
渡
し
で
き
る
よ
う
担

と
だ
ガ
イ
ド
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本
田
　
哲
　

議
員�

議
員

不
登
校
、

保
健
室
・
相
談
室

登
校
等
の
実
態
と

対
策
は
。

教
育
部
長

不
登

校
児
童
生
徒
は
小

学
校
で
約
10
人
、

中
学
校
で
約
50
人

ほ
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
保
健
室
・
相

談
室
登
校
は
、
小

学
校
２
人
、
中
学

校
24
人
で
、
要
因

や
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
保
護
者
の
協
力
と
家
庭

の
教
育
力
の
必
要
性
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
保
護
者
と
学

校
間
等
の
連
携
を
強
化
し
支

援
を
重
ね
た
い
。

議
員

指
導
教
諭
等
の
増
員

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

指
導
員
、
そ
の
他
支

援
体
制
を
と
っ
て
い
る
が
、

あ
ま
り
効
果
が
出
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
対
応

し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

今
、「
い
じ
め
」が
原

因
と
さ
れ
る
自
殺
事
件
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
じ

め
の
原
因
と
し
て
、
学
校
現

場
の
多
忙
化
や
過
度
の
競
争

教
育
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の

疲
労
感
、
人
権
教
育
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小

中
学
校
で
「
Ｃ※

Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
よ
る
人
権
教
育
を

実
施
し
て
は
。

教
育
部
長

い
じ
め
や
暴
力

か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

一
つ
の
方
策
と
し
て
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

今
年
、
喜
沢
小
学
校

に
設
置
さ
れ
た
軽
度
発
達
障

害
児
童
生
徒
の
た
め
の
通
級

指
導
教
室
の
現
状
と
、
来
年

度
に
向
け
て
の
計
画
は
。

教
育
部
長

現
在
７
人
の
通

級
児
童
以
外
に
11
人
の
該
当

児
童
が
お
り
、
保
護
者
と
の

教
育
相
談
を
通
し
て
入
級
を

勧
め
、
一
人
ひ
と
り
の
障
害

に
応
じ
た
支
援
を
進
め
た
い
。

議
員

国
保
運
営
協
議
会
は
、

国
保
加
入
者
の
意
見
を
十
分

に
反
映
し
た
運
営
を
行
う
た

め
に
、
被
保
険
者
代
表
の
選

出
を
公
募
に
し
て
は
。

福
祉
部
長

現
在
は
各
地
域

か
ら
４
名
委
嘱
し
て
い
る
が
、

公
募
に
つ
い
て
は
、
国
保
運

営
協
議
会
の
性
格
か
ら
し
て

問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

な
ぜ
傍
聴
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

福
祉
部
長

傍
聴
規
定
が
な

か
っ
た
が
、
11
月
29
日
に
で

き
た
の
で
、
今
後
は
傍
聴
で

き
る
。

議
員

増
税
案
に
つ
い
て
、

市
民
に
公
開
し
な
い
で
案
を

決
め
て
い
る
が
、
市
民
に
公

開
し
て
意
見
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

今
回
の
よ
う
な

重
要
な
案
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
利
害
調
整
を
行
う
国
保
運

営
協
議
会
に
諮
り
、
そ
の
後
、

市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に

提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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増
収
と
は
な
ら
な

い
。

議
員

繰
越
金
は
、

予
算
で
は
５
億
円

し
か
計
上
さ
れ
な

い
が
、
決
算
で
は

毎
年
２０
億
円
前
後

に
な
る
が
、
１９
年

度
へ
の
繰
越
金
見

込
み
額
は
。

総
合
政
策
部
長

現
時
点
で
は
算
出
で
き
な
い
。

議
員

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

の
増
設
、
小
児
の
２４
時
間
救

急
医
療
の
充
実
、
空
き
店
舗

の
活
用
、
電
子
入
札
の
全
面

導
入
な
ど
の
新
規
事
業
は
ぜ

ひ
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

総
合
政
策
部
長

現
時
点
で

は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

※　CAPプログラム＝子どもがいじめ、誘拐、虐待といった、さまざまな暴力の被害にあいそうになったときに、どうやって対処
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中名生　隆　議員�

ＪＲ敷地内に降る�
　　　　雨水の有効利用を�

「
い
じ
め
」問
題
解
決

の
た
め
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
を

軽
度
発
達
障
害
児
童
生
徒
の

通
級
指
導
教
室
の
充
実
を

当
課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

議
員

い
つ
頃
か
ら
対
応
で

き
る
か
。

市
民
生
活
部
長

準
備
が
で

き
次
第
、
配
布
し
て
い
く
。

議
員
「
戸

田
市
地
域

職
業
相
談

室
」
を
市

民
に
広
く

知
ら
せ
る

必
要
が
あ

る
と
考
え

る
が
。

市
民
生
活

部
長

全

国
的
に
も

少
な
い
た

め
、
認
識

ｔ

ｏ

ｃ

ｏ

バ

ス

料

金

の

軽

減

を

▲ 19年度予算の見込みは

国
保
運
協
委
員
は
公
募
に

議
員

１９
年
度
は
定
率
減
税

の
全
廃
と
国
か
ら
の
税
源
移

譲
と
で
相
当
の
増
収
が
あ
る

と
思
う
が
。

総
合
政
策
部
長

定
率
減
税

の
廃
止
と
税
源
移
譲
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
で
約
11
億
円
の

増
収
と
な
る
が
、
所
得
譲
与

税
や
減
税
補
て
ん
特
例
交
付

金
等
の
廃
止
に
よ
り
、
ほ
ぼ

同
額
が
減
額
さ
れ
る
た
め
、

▲緑を育てるために雨水の有効利用を

▲生徒の悩み相談にのってくれます（さわやか相談室）

▲転入者にとだガイドの配布が開始されました

青
年
雇
用
対
策
に
つ
い
て


